
真冬の寒い中でも元気にボールを蹴る子ども達。
（関連特集Ｐ２～３）

学校応援団！サッカー教室2013年
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か
が
み
い
し
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
各

種
団
体
の
協
力
も
あ
り
、た
く
さ
ん

の
方
が
学
校
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
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鏡
石
町
学
校
支
援
地
域
本
部

「
学
校
応
援
団
！
」は
、
平
成
20
年

10
月
に
発
足
し
た
町
の
幼
稚
園
や

小
・
中
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

支
援
を
地
域
の
み
な
さ
ん
の
力
を

借
り
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

鏡
石
町
の「
学
校
応
援
団
！
」

は
、
昨
年
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
12
月
に
は
平
成
24

年
度
の
優
れ
た「
地
域
に
よ
る
学

校
支
援
活
動
」と
し
て
、
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。　

　
「
学
校
応
援
団
！
」の
平
成
24
年

度
支
援
件
数
は
39
件
１
２
１
回

で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
は
延
べ
５
２

４
人（
２
月
末
現
在
）と
多
く
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
登
録
者
は
町
内
に
限
ら

ず
、
東
京
在
住
の
方
や
近
隣
市
町

村
の
方
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
、

わ
れ
ら
学
校
応
援
団
！

平
成
24
年
度
の
活
動

学
校
応
援
団
！
と
は

▲熱戦！紙相撲「昔遊び」

▲「昔遊び」であやとりを教わる子ども達

　９年位前から来てます
が毎年楽しみです。子ど
も達は今年も行儀がよ
く、とても元気でした。
子ども達からはいつも元
気をもらっています。機
会があればもっと色々や
ってみたいです。

　学校応援団！ではいつでもボランティアを募集
しています。幼稚園や学校の依頼のもとにボラン
ティアをしていただきます。ボランティアの内容
はたくさんありますので、「できることを　でき
るときに　できることから」を合言葉にどなたで
も登録できます。興味のある方は町公民館へお電
話いただくか、直接お越しください。
問い合わせ先：公民館 ☎62−2031

▪幼稚園
◦水泳やサッカーの指導
◦鏡石の民話
▪中学校
◦学習コンテスト採点
◦夏休みフリー寺子屋
◦マラソン大会交通指導員

▪小学校
◦ミシン実習補助
◦手話の指導
◦落ち葉掃きの支援
◦昔遊び
◦算数の学習支援
◦新一年生の下校引率

どの様な活動をしてるの？

小 抜 三 吉 さ
ん 

「昔遊び」に参加した方の感想

学校応援団！
こんな活動もしています

１．家庭科での幼児ふれあい
　　（鏡石中）

２．吹奏楽の奏法指導（鏡石一小）

３．夏休み「寺子屋学習会」
　　（鏡石二小）

ボランティア募集 待ってるよ♪

１

２ ３

作：須藤基子

「学校応援団！」支援件数等の推移

年度 件数 回数 ボランティア 
延べ人数

Ｈ20 24件 24回 65人

Ｈ21 49件 79回 300人

Ｈ22 46件 130回 362人

Ｈ23 37件 180回 935人

Ｈ24 39件 121回 524人

　
何
か
自
分
の
子
ど
も
に
頑
張

っ
て
い
る
姿
や
失
敗
し
て
い
る

姿
を
見
せ
た
い
と
思
い
、
ジ
ョ

イ
フ
ル
ラ
イ
フ
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
か
ら
の
要
請
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
が
一
致
し
、
パ
ズ

ル
が
は
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
授

業
が
展
開
さ
れ
、
子
ど
も
達
の

笑
顔
が
見
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
笑
顔
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
に
も
伝
わ
り
、
人
と
人
が
つ

な
が
る
こ
と
で
町
中
が
元
気
に

な
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
わ
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い

で
す
。先
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

子
ど
も
達
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
違

う
人
で
あ
り
、
目
と
目
を
合
わ

せ
て
お
話
し
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　〝
学
校
応
援
団
！
〟に
つ
い
て

ま
ず
は
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
読

ん
で
し
ま
っ
た
み
な
さ
ん
は
も

う〝
学
校
応
援
団
！
〟の
一
員
。

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
学
校
や
子

ど
も
達
を
応
援
で
き
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

鏡石町学校支援地域本部
地域コーディネーター　須 藤 基 子さん

「学校が元気になれば
町中みんなが元気になれる」

インタビュー

だんちょう君
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転
入
や
転
出
に
よ
り
住
所
が
変

わ
っ
た
場
合
に
は
、
税
務
町
民
課

で
住
民
異
動
届
が
必
要
に
な
り
ま

す
。（
表
１
）

　

な
お
、
届
出
の
際
に
は
本
人
確

認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
運
転
免

許
証
な
ど
顔
写
真
付
の
身
分
証
明

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、
転
入
転
出
の
手
続
き

の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
届
出
は
異
動
者
本
人
も

し
く
は
同
一
世
帯
の
方
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方
が
代
理

人
と
し
て
届
け
出
る
場
合
は
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

例
年
３
月
末
か
ら
５
月
初
旬
ま

で
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
そ
こ

で
少
し
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き

が
で
き
る
コ
ツ
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▪
混
ん
で
い
る
時
間
を
避
け
る

◦
月
曜
日
や
連
休
明
け

◦
午
前
10
時
～
正
午

税務町民課では、毎週日曜日午前８時30分から正午まで、窓口業務（証明書発行）を開設しています役場窓口日曜日開設

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
来
や
す
い
時
間
帯
は
混
雑
し
ま

す
。
も
し
都
合
が
合
え
ば
、
こ
れ

ら
の
時
間
を
避
け
た
方
が
ス
ム
ー

ズ
に
手
続
き
出
来
ま
す
。

▪
手
続
き
に
つ
い
て
事
前
に
確
認

◦
必
要
な
書
類

◦
手
続
き
で
き
る
人

◦
届
出
の
期
間
な
ど

　

手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、
個

人
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
事
前
に

お
電
話
で
確
認
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
窓
口
で
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き

で
き
ま
す
。

用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
要
件
は

原
則
六
十
五
歳
以
上
で
す
。

　

加
入
期
間
が
国
民
年
金
と
厚
生

年
金
合
わ
せ
て
二
十
五
年
以
上

（
納
付
期
間
＋
免
除
期
間
）の
要
件

を
満
た
し
た
方
で
請
求
を
す
る
場

合
は
、
必
要
書
類
を
添
付
し
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
年
金
加

入
期
間
が
国
民
年
金
の
み
の
方
は

町
役
場
で
の
請
求
が
可
能
で
す
。

厚
生
年
金
加
入
期
間
の
あ
る
方

は
、
年
金
事
務
所
で
請
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
は
各
人
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
事
前
に
年
金
事
務
所

へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
町
民
課

☎
62
︱
２
１
１
２

郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
︱
９
３
２
︱
３
４
３
４

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
農
業
、
自

営
業
、
学
生
な
ど
の
方
及
び
勤
務

し
て
い
て
も
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。将

来
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
原
則
二
十
五
年
以
上
の
年
金

加
入
期
間（
保
険
料
を
納
め
た
期

間
＋
免
除
を
受
け
た
期
間
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。
加
入
の
手
続
き

を
行
わ
な
い
で
い
る
と
、
加
入
期

間
が
満
た
な
く
な
り
、
年
金
が
受

給
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

会
社
を
退
職
し
た
人
や
配
偶
者
の

扶
養
か
ら
抜
け
た
方
は
、
必
ず
町

役
場
に
離
職
票
を
持
参
し
国
民
年

金
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て

も
、
経
済
的
な
事
情
で
納
付
が
困

難
な
方
の
た
め
に
、
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。
退
職
に
よ
る
免
除
申

請
の
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
雇

国
民
年
金
だ
よ
り

住
所
が
変
わ
っ
た
ら

住
民
異
動
届
を

届
出
は

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

国
民
年
金
を

受
給
す
る
に
は
？

会
社
を
退
職
し
た
人
は
国
民

年
金
加
入
の
手
続
き
を
！

　職場の健康保険を加入、脱退した場合には、それぞ
れ届出が必要になります。（表２）会社での手続きをし
たあとに、国保の手続きをしなければなりません。
　なお、国保に加入する場合は、職場の健康保険をや
めた証明書（資格喪失証明書など）を、国保を脱退する
場合は、職場の健康保険証と国民健康保険証の両方を
税務町民課へお持ちください。

　児童手当を受給している方が、他の市町村に住所を
移すと本町での受給資格はなくなります。受給者の方
は、本町から児童手当用所得証明書の交付を受け、転
出した日から15日以内に転入された市区町村で新た
に手続きをしてください。

　児童扶養手当・特別児童扶養手当・ひとり親家庭医
療費助成を受けている方が転居や転出をしたときには、
変更後１４日以内に、受給者証を持って健康福祉課で手
続きをしてください。
　また、転出される方で、引き続き他の市区町村で受
給される方は、税務町民課で発行する所得証明書を持
って新しい市区町村で手続きをしてください。

　引っ越しで、水道を止めたい、新たに使いたい等の
場合は、５日前までに上下水道課にご連絡ください。
　また、家を新築するために水道の使用を一時中止す
る場合や、旅行などで長期間留守にするために水道を
ご使用にならない場合もご連絡をお願いいたします。

表１　住民異動届一覧

届
出
事
項

どんなときに
(届出事由)

い　つ
(届出期間)

だれが
（届出人）

届出に必要なもの
(添付書類など)

転
入
届

町外から鏡石
町に住所を移
したとき

住み始め
た日から
14日以内

本
人
、
同
じ
世
帯
の
方
。
ま
た
は
代
理
人（
※
）

①前住所地の市区町村
が発行した転出証明書
②身分証明書（写真付）
③印鑑

転
出
届

鏡石町から町
外に住所を移
すとき

新住所に
移る前に

①国民健康保険証（加
入者のみ）
②身分証明書（写真付）
③印鑑

転
居
届

鏡石町内で住
所が変わった
とき

住み始め
た日から
14日以内

①国民健康保険証（加
入者のみ）
②身分証明書（写真付）
③印鑑

※代理人の場合は委任状が必要です。

表２　国保の届出一覧
こんなとき 持参するもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 健康保険をやめた証明書

職場の健康保険の被扶養者からはずれた
とき 被扶養喪失証明書など

生活保護を受けなくなったとき 印鑑

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出するとき 保険証

職場の健康保険に加入したとき
国保と職場の健康保険の両方の保険証

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 保険証、通帳

生活保護を受けるようになったとき 保険証

そ
の
他
の
異
動

退職者医療制度の対象となったとき 保険証、年金証書、印鑑

同じ市区町村で住所が変わったとき

保険証世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったりした
とき

修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書

保険証をなくしたとき（あるいは汚れて
使えなくなったとき） 身分を証明するもの

 

◎
問
い
合
わ
せ
先

春は入学や就職・転勤による住民異動が多くなる季節です。
今月は、住所を変更したときなどの手続きについてご案内いたします。

春は引っ越しの季節です

毎月第1日曜午後1時30分から3時まで勤労青少年ホームで心配ごと相談を受け付けています。心配ごと相談

住民異動の届 出はお早めに

※手続きの際、本人確認が必要となることがありますので、運転免許証など身分証明書をご持参ください

国民健康保険
～就職・退職したら国保の手続きを～

児童手当

児童扶養手当等
上下水道の届け出
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野
菜
を
食
べ
よ
う

　

子
供
た
ち
は
も
う
す
ぐ
春
休
み
。

甘
い
お
や
つ
ば
か
り
で
な
く
、
野

菜
を
使
っ
た
お
や
つ
も
取
り
入
れ

ま
し
ょ
う
。
最
近
は「
糖
分
・
脂

肪
・
塩
分
」の
摂
り
す
ぎ
に
よ
る

生
活
習
慣
病
が
子
供
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

甘
い
お
や
つ
に
含
ま
れ
る
白
砂

糖
は
別
名「
食
べ
る
麻
薬
」と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
摂
り
す
ぎ
る
と

気
分
が
高
揚
し
ま
す
。
そ
し
て
血

糖
値
も
急
激
に
上
が
り
ま
す
。
血

糖
値
を
下
げ
る
た
め
に
膵
臓
か
ら

大
量
の
イ
ン
ス
リ
ン
が
分
泌
さ
れ

る
と
、
急
激
に
血
糖
値
が
下
が

り
、
体
の
疲
れ
や
、
精
神
の
不
安

定
が
現
れ
ま
す
。
成
長
す
る
大
切

な
時
期
に
、
野
菜
を
多
く
食
べ
る

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　《
材
料
》　
２
人
分

◦
食
パ
ン
２
枚

◦
ピ
ザ
ソ
ー
ス
大
さ
じ
２

◦
玉
葱
１
／
８
個

◦
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
４
房

◦
ト
マ
ト
１
／
４
個

◦
し
め
じ
10
ｇ

◦
う
ず
ら
卵
３
個

◦
ピ
ザ
用
チ
ー
ズ
40
ｇ

《
作
り
方
》

①
野
菜
を
洗
っ
て
、
玉
葱
・
ト
マ
ト

は
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
は
細
か
く
切
り
、
し
め
じ
は

軸
を
切
り
ま
す
。
う
ず
ら
卵
は
半
分

に
切
り
ま
す
。

②
食
パ
ン
に
ピ
ザ
ソ
ー
ス
を
塗
り
ま

す
。

③
②
に
野
菜
・
チ
ー
ズ
・
う
ず
ら
卵

を
乗
せ
て
、
ト
ー
ス
タ
ー
で
５
分
焼

き
ま
す
。

今月の
健康メニュー

　
「
食
パ
ン
ピ
ザ
」

▲町の特産品の売れ行きは絶好調でした

　２月５日（火）東京都板橋区の大山商店街のイベント会場
で、鏡石町観光協会と鏡石米づくり部会合同により、首都
圏におけるキャンペーンが行われました。
　鏡石町は、東日本大震災により損壊した羽鳥用水路が復
旧し、平成24年度において約８割の水田に作付けができ
るようになり、今回は特別栽培米「牧場のしずく」（平成24
年産）の試食・販売をメインに町のおいしいお米をＰＲし
ました。
　このほか、今が旬の「いちご」、蜜たっぷりの「りんご（ふ
じ）」、岩瀬牧場の「ヨーグルト」などを出展し、特産品を通
じて町と周辺地域をＰＲし、首都圏の方々と交流を図りま
した。

＝ 首都圏キャンペーン ＝

石町をアピール鏡

　町では、１月26日（土）の文化財防火デーに伴い、町文化財保
護審議会（橋本正剛委員長）が須賀川消防署鏡石分署（二瓶喜真分
署長）の指導の下、１月25日（金）に文化財の防火査察を実施しま
した。
　文化財防火査察は、町内の文化財及び寺社について防火査察を
行い、文化財の保護と防火対策の強化に努めることを目的として
います。
　文化財を未来に伝えていくために、町民の皆様には文化財を管
理する方々とともに文化財保護へのご協力をお願いいたします。

＝ 文化財防火査察 ＝

の宝を守る町

▲防火について消防署員の指導を受ける文化財の管理者

▲写真前列左から山本さん、三浦さん、髙原さん、本間さん、遠藤さん

　１月25日（金）町公民館で、平成24年度の町教育委員会
表彰式が行われました。
　これは、町の教育文化スポーツなどで特に活躍された皆
さんに贈られるもので、塩田重男教育委員会委員長から一
人ひとりに表彰状と記念品が手渡されました。
<受賞者>
遠藤崚磨さん（中町）、本間丈司さん（鏡沼）、髙原夏海さん
（成田）、緑川冴香さん（岡ノ内）、三浦梢さん（前山）、山本
竜也さん（成田原町）

＝教育委員会表彰式＝

晴らしい活躍素

　放射線に関する講演会が２月３日（日）図書館で、2月4
日（月）勤労青少年ホームで行われました。講師は、３日が
公立大学法人福島県立医科大学の長谷川有史先生、４日が
熊谷敦史先生で、講演会は、東京電力福島第一原子力発電
所の事故後の放射線対策と健康管理の一貫として、より安
心した生活ができることを目的とし町が開催したもので
す。
　３日は41名、４日は43名の参加があり、参加者は放射
線被ばくの低減などについて、講師のわかりやすい説明で
詳しく学ぶことができた様子でした。 ▲放射線について真剣に学ぶ参加者たち

＝放射線に関する講演会＝

射線について正しく学ぶ放

ま ち の 話 題

フォトアルバムま ち の 話 フ題

▲狙うはストライク、そして高得点

　町老人クラブ連合会（小抜三吉会長）の第20回ボウリン
グ大会は、２月15日（金）に空港ボウル鏡石で開催され、
会員116名が参加しました。
　大会は２ゲームの合計得点で行われ、楽しみながらも真
剣な表情でボウリングを競いました。
【大会結果】
男　性　優　勝　八 巻 眞 二さん（豊郷豊寿会）
　　　　準優勝　小 林 健 男さん（高久田ニコニコ会）
　　　　３　位　角 田 　 隆さん（四区熟年会）
女　性　優　勝　佐 藤 玲 子さん（豊郷豊寿会）
　　　　準優勝　飛 沢 ト キさん（笠石福寿会）　　　
　　　　３　位　八 巻 り よさん（豊郷豊寿会）

＝老人クラブボウリング大会＝

熱ボウリング白
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月　日 目的地 歩行㎞数 月　日 目的地 歩行㎞数
４月21日（日） 鏡石神社・岩瀬牧場　 ４ ７月７日（日） 笠地蔵　宝泉院 ３
５月12日（日） 仁井田八幡神社・磨崖仏 ４ ７月21日（日） 熊野神社 ４
５月26日（日） 大沼郡金山町　沼沢湖 バス利用 ８月25日（日） 鹿島神社 ６
６月９日（日） 鏡沼公園 ６ ９月８日（日） ふれあいの森 ７
６月23日（日） 踊坊の碑　鳥見山公園 ４ 10月20日（日） 日光市藤原町　竜王峡 バス利用

　ＮＨＫラジオで全国に向けて生中継される「特別巡
回ラジオ体操」が鏡石町で開催されることになりまし
た。ＮＨＫ国際放送を通じて海外にもラジオ放送され
ます。鏡石町より“震災復興”元気づくりの輪を広げま
しょう。
開催日時　４月28日（日）
　　　　　午前６時から７時30分
開催場所　鳥見山陸上競技場（雨天：鳥見山体育館）
講　　師　ＮＨＫテレビ・ラジオ体操指導講師、
　　　　　アシスタント２名
参集予定数　1,000人
※詳しくは、次号等でもお知らせします。
　鏡石町では、健康づくりと介護予防、早寝早起きな
どの生活習慣をつくる食育推進やスポーツの振興、多
年代の地域交流の促進を目的に、平成24年度より「ラ
ジオ体操・みんなの体操」を推進しています。
　正しい動作の講習を受け、しっかり体操すると、か
なりの運動効果が実感できますよ。当日は、ポイント
レッスン講習もありますので、これを機にラジオ体
操・みんなの体操で体力アップしてみませんか？
　テレビやラジオで毎日放送されていますので、開催
前に見聞きしておくと、指導講師の先生やアシスタン
トの方にお会いするのも楽しみになります。ラジオ体
操・みんなの体操の“主役”は私たち一人ひとり。すで
に何かスポーツを続けている方も、運動は少し苦手と
いう方も、ぜひ取り組み継続いたしましょう。
問い合わせ先：健康福祉課　☎62－2115　

　

国
道
４
号
鏡
石
拡
幅
に
お
い

て
、
安
全
に
道
路
を
横
断
で
き
る

よ
う
、
町
内
に
は
地
下
歩
道
が
２

カ
所
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
地
下
歩
道
の
名
前
を
表

示
す
る「
銘
板
」の
制
作
に
あ
た
っ

て
は
、
鏡
石
第
一
小
学
校
６
年
生

18
名
が
１
文
字
づ
つ
下
書
き
を
行

い
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

郡
山
国
道
事
務
所

☎
０
２
４
︱
９
４
６
︱
０
３
３
３

ＮＨＫラジオ全国生中継

特別巡回ラジオ体操
鏡石町で開催

Ｑ：仕事をしてうれしかったことは？
　金融の窓口を担当しているのですが、お客様とのふれあ
いや「ありがとう」などの感謝の言葉がうれしいです。
Ｑ：職場はどんな感じですか？
　いつもフォローしてくれる頼りになる上司と、とても愉
快な先輩たちがいて、賑やかで明るい感じの職場です。
Ｑ：最近はまっていることは？ 
　韓国のＫＡＲＡにはまっていて、東京や横浜のライブに
行ったりしてます。みんな実物はテレビ以上に顔も小さく
て可愛いんですよ。
Ｑ：将来の目標は？
　仕事では、私を頼って来店してもらえるような信頼して
もらえる職員になりたいですね。それと、プライベートで
は料理が上手になりたいです。
Ｑ：町で思い出の場所はありますか？
　鳥見山のテニスコートですね。学生時代はテニスをやっ
ていたのですが、両親と自主練をしたりときつかったけど
良い思い出です。暖かくなったら友達と久しぶりに鳥見山
でテニスをしたいです。

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。職場
のホープをご紹介ください。
問い合わせ先：総務課　☎62－2111

　今月は、ＪＡすかが
わ岩瀬鏡石支店にお勤
めで、採用１年目のフ
レッシュで元気あふれ
る高原彩加さんにお話
を伺いました。

お名前
高原彩加さん（21)

お勤め先
ＪＡすかがわ岩瀬
鏡石支店
業種　金融窓口　

鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星

日曜日や祝日などに病気になったときは、休日夜間救急病診療所（須賀川市保健センター☎76-2980）へ休日夜間救急病診療所 火曜から金曜の午前９時から午後４時まで総合相談室を開設しています総合相談室開設

　どなたでも参加できますので、参加希望者は、町役場前に当日午前６時に
集合してください。なお、会費はバス利用の時のみ負担していただきます。
▪問い合わせ先　影山富祥　☎62−3374

おはよう歩こう会参加者募集

　

国
道
４
号
の
道
路
拡
幅
に
と
も

な
い
、
鏡
石
横
断
歩
道
橋
の
代
わ

り
の
施
設
と
し
て
、
鏡
石
町
内
に

地
下
歩
道
が
一
部
完
成
し
ま
し
た
。

　

地
下
歩
道
は
、
計
画
の
立
案
か

ら
設
計
、
工
事
に
至
る
各
段
階
に

お
い
て
、
地
域
住
民
、
学
校
関
係

者
、
身
体
障
が
い
者
福
祉
会
な
ど

か
ら
の
意
見
・
提
案
を
頂
き
な
が

ら
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
後
は
、
末
永
く
良
好
な
状

態
で
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
町
と

国
が
役
割
を
決
め
、
協
力
し
て
維

持
管
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

祝!!　開通

国道４号
鏡石町役場入口地下歩道

「安全で、明るく、だれもが安心して利用できます」

 

◎
問
い
合
わ
せ
先

鏡
石
一
小
児
童
も
協
力
し
ま
し
た

地
下
歩
道
の
概
要
は

　近年、子どもたちの間では、ぜんそくやアトピーなど、生活環境の中にある
物質が原因のひとつと考えられる病気が増えています。環境省では、その原因
を明らかにし、有効な対策を講じるため2011年1月より「子どもの健康と環境
に関する全国調査（エコチル調査）」を開始しました。
　福島県では、福島県立医科大学が県内の全市町村を対象に実施しています。

◎エコチル調査で行うことは…

●全国15 地域で10 万人の妊婦のみなさんに参加をお願いします。
●調査は、妊娠初期から赤ちゃんが13歳になるまで実施されます。
●子どもたちと両親には、血液や尿の採取、質問票への記入などを
お願いします。

＜お問い合わせ先＞
エコチル調査コールセンター
☎ 0120−327−735　（平日9:00 ～ 17:00）
＜福島県立医科大学　エコチルふくしま　ホームページ＞
http://www.ecochil-fukushima.jp/

鏡石一小児童による銘板下書き

「エコチル調査」にご協力ください

▲鏡石町役場入口地下歩道の通り初めの様子
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戸籍の窓
平成25年１月受付分

	 地区	 花むこさん	 花よめさん
笠　石	 中 村 雅 也	 （常松）優希
鏡石２	 滝 田 芳 裕	 （岡田）朋子	
仁井田	 葊 瀨 光 則	（伊東）ちあき
鏡　田	 （久保田）雄大	 栁沼奈津美
さかい	 須 田 幸 治	 （田崎）智美

お　い　わ　い

よ　ろ　こ　び
	 地区	 赤ちゃん	 お父さん	 お母さん
　　　　　　男の子
鏡石２	 渡辺　大

や ま と

和	 誠	 一子
鏡石３	 豊島　瑛

えい

士
と

	 英次	 美喜子
鏡　田	 柳沼　尚

な お

緒	 真琴	 郁子
　　　　　　女の子
鏡石４	 渡部真

ま り こ

梨子	 博文	 千春
鏡　田	 池上　倫

りん

子
こ

	 德喜	 裕美
さかい	 石井　葵

あ お い

彩	 勇寿	 理沙

	地区	 氏　名	 年齢
久来石	 古　川　幸　男	 77
久来石	 古　川　良　博	 59
久来石	 佐　藤　榮　子	 84
久来石	 芳　賀　美智子	 48
笠　石	 藤　島　良　孝	 85
笠　石	 面　川　シノブ	 103
笠　石	 熊　田　トキヱ	 82
鏡石２	 幸　田　浩　子	 52
鏡石３	 眞　壁　利　明	 83
鏡石４	 杉　山　キクノ	 86
仁井田	 石　川　幸　子	 91
仁井田	 ⻆　田　ナツエ	 90
鏡　田	 遠　山　ミノリ	 75
鏡　田	 太　田　マツノ	 87
鏡　田	 葊　田　甲子次	 88
高久田	 根　本　勝　已	 84
成　田	 大和田　征　子	 69
旭　町	 村　上　多加子	 88
旭　町	 藤　本　花　子	 98

	
	

	

	 　　　　　　　　　　 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　な　し　み

　この欄への掲載を希望しない方は、届出の際に
お知らせください。

◦
献
血
の
種
類　
４
０
０
㎖
、
２

０
０
㎖

◦
献
血
で
き
る
方　
表
１
参
照

　

な
お
、
当
日
の
問
診
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
献
血
を
ご
遠
慮
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
福
祉
課　

☎
62
︱
２
１
１
５

※
65
歳
以
上
の
献
血
は
、過
去
５

年
間
で
献
血
経
験
の
あ
る
方
に
限
る
。

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◦
場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

産
業
課
☎
62
︱
２
１
１
８

▪
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど

に
よ
り
父
ま
た
は
母
が
い
な
い
ひ

と
り
親
家
庭
の
児
童
に
、
生
活
の

安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。
ま
た
、
ひ
と

り
親
以
外
で
も
父
母
に
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
に
も
支
給
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
受
給
資
格
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▪
特
別
児
童
扶
養
手
当

◦
受
給
資
格
者　
身
体
ま
た
は
精

神
に
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
・
養
育

し
て
い
る
方
。

　

た
だ
し
、
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

や
、
障
が
い
を
理
由
に
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

▪
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母

が
い
な
い
家
庭
で
、
18
歳
に
な
る

年
度
末
ま
で
の
児
童
の
い
る
ひ
と

▪
読
み
聞
か
せ
会

◦
日
時　
３
月
16
日（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
か
ら

◦
話
し
手　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

あ
ゆ
み
ら
い

◦
内
容　
絵
本「
い
い
も
の　

み

ー
つ
け
た
」ほ
か
、
楽
し
い
お
は

な
し
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▪
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

◦
日
時　
３
月
27
日（
水
）　

　

午
前
11
時
か
ら

◦
内
容　
絵
本「
わ
る
い
こ
と
が

し
た
い
！
」の
読
み
聞
か
せ
の
ほ

か
、
ダ
ン
ス
、「
ビ
ー
玉
・
ペ
ン

ギ
ン
」の
工
作
な
ど
も
し
ま
す
。

◦
対
象　
就
園
前
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者
の
方

▪
ス
ペ
シ
ャ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

３
月
の
テ
ー
マ
は『
住
ま
い
づ

時
ま
で（
郵
送
の
場
合
は
通
信
日

付
印
有
効
）

　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
次

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
２
２
︱
２
６
３
︱
１
１
１
１

内
線
３
２
３
６

　

県
内
で
は
、
輸
血
に
必
要
な
血

液
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、

献
血
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
血
液
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◦
日
時　
３
月
22
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
11
時
か
ら
12
時
は
昼
休
み
）

◦
場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ふ
る
さ
と
納
税
　
※
敬
称
略
。
２
月

号
発
行
後
よ
り
3
月
号
発
行
時
現
在
。

◦
小
林
芳
枝（
小
林
医
院
）

◦
東
北
旭
紙
業（
株
）

　

代
表
取
締
役
社
長　

小
林
裕
明

く
り
』で
す
。
イ
ン
テ
リ
ア
を
変

え
た
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
前
に
お
手

本
が
ほ
し
い
方
や
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
挑

戦
し
た
い
方
な
ど
、
住
ま
い
に
関

す
る
本
を
一
同
に
展
示
い
た
し
ま

す
。
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い

「
家
づ
く
り
・
住
ま
い
づ
く
り
」の

本
を
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　図
書
館　

☎
62
︱
１
２
８
８

　

今
回
の
原
発
事
故
に
係
る
農
林

産
物
の
損
害
賠
償
請
求
に
関
し
、

東
京
電
力
に
よ
る
説
明
・
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
Ｊ
Ａ
等

を
通
じ
て
請
求
す
る
方
は
対
象
外

で
す
。

◦
日
時　
３
月
22
日（
金
）

り
親
家
庭
、
ま
た
は
親
に
変
わ
っ

て
養
育
さ
れ
て
い
る
児
童
の
い
る

家
庭
に
対
し
、
健
康
的
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
医
療
費

助
成
制
度
で
す
。

　

１
ヶ
月
毎
に
、
窓
口
で
支
払
っ

た
医
療
費
を
世
帯
合
算
し
て
、
千

円
を
超
え
た
場
合（
高
額
医
療
費
、

附
加
給
付
等
は
あ
ら
か
じ
め
差
し

引
き
ま
す
）、
申
請
に
よ
り
超
え

た
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
各
制
度
に
は
一
定
の
支
給
制
限

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課　

☎
62
︱
２
１
１
５

　

４
月
か
ら
、
70
歳
～
74
歳
の
方

の
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
、

１
割
か
ら
２
割
へ
引
き
上
げ
ら
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
当
面
の
間
、

１
割
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。（
３
割
負
担
の

現
役
並
み
所
得
者
を
除
く
。）

　

該
当
す
る
方
に
は
、
３
月
下
旬

に
新
し
い「
高
齢
受
給
者
証
」を
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

税
務
町
民
課　

☎
62
︱
２
１
１
２

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
次

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

教
育
課　

☎
62
︱
３
４
５
９

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
第
一
次
試
験
日　
６
月
９
日（
日
）

▪
受
験
申
込
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　

４
月
１
日（
月
）９
時
か
ら
４
月

11
日（
木
）ま
で（
受
信
有
効
）

②
郵
送
・
持
参
申
込

◦
申
込
先　
仙
台
国
税
局

◦
申
込
期
間　
４
月
１
日（
月
）か

ら
４
月
２
日（
火
）の
９
時
か
ら
17

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
入
学
予

定
の
育
英
資
金
奨
学
生
を
次
の
と

お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

◦
対
象
者　
平
成
25
年
度
に
高
等

学
校・高
等
専
門
学
校・専
修
学
校・

短
大・大
学
に
進
学
す
る
予
定
の
方

◦
募
集
人
員　
　

若
干
名

◦
応
募
資
格

①
町
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上
住

所
を
有
し
、
成
績
が
良
く
、
品
行

方
正
で
身
体
強
健
な
方

②
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
方（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

③
他
の
奨
学
金
を
受
け
な
い
方

◦
返
還
方
法　
卒
業
後
１
年
間
猶

予
し
、
借
用
期
間
の
３
倍（
２
倍
）

の
期
間
で
返
還

◦
募
集
期
限　
３
月
15
日（
金
）ま
で

暮らしの情報　information
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母と子の保健事業のお知らせ

▪３～４か月児健康診査
日時　３月13日（水）13：15～
場所　北町会館（公立岩瀬病院隣り）

▪９～ 10か月児健康診査
日時　３月13日（水）13：15～
場所　町保健センター

▪ペアレントクラス
日時　３月	８日（金）	18：30～
　　　３月	15日（金）	18：30～
　　　３月	22日（金）	18：30～
場所　町勤労青少年ホーム

▪問い合わせ先
健康福祉課　☎62－2115

図
書
館
だ
よ
り

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

児
童
福
祉
関
係
手
続
き

の
お
知
ら
せ

町
育
英
資
金
奨
学
生
募
集

70
歳
～
74
歳
の

国
民
健
康
保
険
の
方
へ

農
林
業
の
原
子
力
損
害
賠
償

請
求
に
係
る
説
明
・
相
談
会

	
◎
問
い
合
わ
せ
先

	

◎
問
い
合
わ
せ
先

	
◎
問
い
合
わ
せ
先

	

◎
問
い
合
わ
せ
先

	

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

国
税
専
門
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

　
も
う
３
月
で
す
ね
。
私
が
広
報

を
担
当
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年

で
す
。
広
報
を
担
当
す
る
前
は
福

島
県
庁
へ
１
年
間
の
研
修
に
行
っ

て
ま
し
た
。
仕
事
も
環
境
も
変
わ

っ
て
大
変
で
し
た
が
、
楽
し
く
研

修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何

故
か
知
識
が
増
え
た
の
に
比
例
し

て
、
体
重
も
過
去
最
大
に
増
え
て

し
ま
い
ま
し
た
が
…
。

　
３
月
と
い
え
ば
、
子
ど
も
達
は

卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
や
り
残

し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
学
校
生

活
を
楽
し
ん
で
、
新
生
活
へ
進
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
卒
業
式

で
は
広
報
マ
ン
も
写
真
撮
影
を
す

る
予
定
で
す
が
、
今
か
ら
緊
張
し

て
い
ま
す
。

広報　昭和62年３月号より「鏡石幼稚園児新園舎に大喜び」

広
報
マ
ン
の
つ
ぶ
や
き

なつかしの１ショット

なつかしの１ショットでの希望がありましたら総務課☎62-2111まで。（掲載できない場合はご了承ください）なつかしの１ショット

（25.	1.	31 現在）

	 火　災	 ０件　（２）
	 救　急	 64 件　（58）
	 水　害	 ０件　（０）

（　）は前年同期の件数

「消すまでは　出ない行かない　離れない」
（全国統一標語）

（25.	2.	1 現在）

	 12,580人	（－11）

	 6,211 人	（－１）

	 6,369 人	（－ 10）

	 4,159 世帯	（±０）
（　）は前月との比較

（25.	1.	31 現在）

	 件　数	 ４件	 （３）
	 死　者	 ０人	 （０）
	 傷　者	 ６人	 （４）

（　）は前年同期の件数

〜死亡事故０日数　576日〜

人口と世帯数交 通 事 故火災・救急事故

広報に掲載された写真は役場総務課でお配りできます。※郵送の場合は切手を貼った返信用封筒が必要です。広報掲載写真の提供

	

◎
問
い
合
わ
せ
先

	

◎
問
い
合
わ
せ
先

種類
項目

全血献血

400㎖ 200㎖

年齢 男性　17歳～ 69歳※
女性　18歳～ 69歳※ 16～ 69歳※

体重 男女とも　50㎏以上 男性45㎏以上
女性40㎏以上

（表１）　採血基準表

※65歳以上の献血は、過去５年間で献血経験のある
方に限る
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▲鏡石一小校舎の被災により二小及び
　構造改善センターへバス通学

▲亀裂の入った道路と傾いた電柱

▲鳥見山公園北側駐車場の倒壊家屋等の瓦礫

▲決壊寸前だった蒲之沢池前の道路

▲断水による浄水所での給水には長蛇の列

▲鏡石駅も大きな被害

発行／福島県鏡石町役場
〒969－0492　福島県岩瀬郡鏡石町不時沼345番地
電話／ 0248（62）2111（代表）　
URL ／ http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/
編集／総務課　　印刷／ (有)円谷印刷

平成25年３月号　№625

発　生　日 平成23年3月11日（金）14時46分

震　　　源
太平洋三陸沖宮城県牡鹿半島の東南東
130km付 近（ 北 緯38.1度、 東 経143.9度 ）、
深さ24kmの海底

規　　　模 マグニチュード 9.0

震 　 　 度 鏡石町　震度６強
（最大震度７　宮城県栗原市）

人 的 被 害

死者（関連死）  2人

行方不明者  0人

重　傷　者  0人

軽　傷　者  2人

住 家 被 害

全　　　壊  172棟

半　　　壊  768棟

一 部 損 壊  1654棟

非住家被害
公 共 建 物  37棟

その他  470棟

（平成25年2月28日現在）

広報かがみいしは、再生紙を使用しています。

町の未来のために
東日本大震災を忘れない
　平成23年３月11日（金）に東日本を中心
に日本列島に激震をもたらした巨大地震か
ら早２年。町でも大きな被害を受けました
が、あの大変な出来事を忘れず教訓とする
ことで、未来へつなげるために当時の状況
を振り返ります。

あれから２年

東日本大震災による鏡石町の被害状況
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